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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年８月８日に公表した平成 27 年３月期の業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 
●業績予想の修正について 

平成27年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

81,000 
百万円 

2,000 
百万円 

1,800 
百万円 

△700 
円 銭 

－ 

今回修正予想（Ｂ） 74,500 1,500 1,100 △900 － 

増減額（Ｂ－Ａ） △6,500 △500 △700 △200  

増減率（ ％ ） △8.0 △25.0 △38.9 －  
(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成26年3月期第2四半期) 
80,562 2,672 2,888 111 1.18 

 

修正の理由 

１． 第２四半期連結累計期間 

（売上高） 

○ 国内外の大口顧客で仕入れ戦略の見直しが行われ、当社の出荷に影響 

○ 小学生男児向け玩具の競争環境が大幅に変化 

○ 「プリパラ」「アナと雪の女王」「WIXOSS」「トランスフォーマー」の販売が好調に推移 

 

国内では、小学生男児向け玩具の競争環境が大きく変化するとともに、夏以降、GMS向け定番商品の

販売が会社想定を下回りました。また、一部の大口顧客が仕入戦略を見直したことから当社は出荷計

画を引き下げました。 

海外においては、欧州地域の主要顧客が商品の在庫水準を引き下げたことが影響し商品出荷は低調

に推移いたしました。 

一方で、国内において７月から事業展開を開始した女児向けアミューズメントマシン「プリパラ」

関連商品や人気の映画となっている「アナと雪の女王」関連商品の販売が好調に推移するとともに、

ハイターゲット向けトレーディングカード「WIXOSS」が人気を博しております。さらに、海外向け輸

出の「トランスフォーマー」関連商品も堅調に推移しております。 

以上により、売上高は 74,500百万円となる見通しであります。 
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（営業利益） 

売上高の減少にともなう売上総利益の減少により、営業利益は 1,500百万円となる見通しです。 

 

（経常利益） 

欧州地域における為替差損が当初想定より増加したことから、経常利益 1,100 百万円となる見通し

です。 

 

（四半期純利益） 

経常利益の減少、特別損失の計上、法人税等調整額が軽減されたことなどにより四半期純利益は△

900百万円となる見通しです。 

 

 

２． 通期の業績予想について 

 最大商戦期である年末年始商戦の状況および年度末の欧米向け新商品の出荷状況などを踏まえ、通

期業績について修正の必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

３．配当予想について 

配当予想につきましては、今回の業績修正に伴う変更はなく、中間配当（第２四半期末）として１

株につき５円、期末配当として１株につき５円（年間配当金は 1株につき 10円）を予定しております。 

 

 

【業績等の予想に関する注意事項】 

この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基づい

て算定しており、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因により予

想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 
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